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知っておきたい宇荒れケアの基礎知識
～適切なケアと規則正しい生活を心がけましょう～
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患者さんとのコミュニケーションツール
～シ土－ドセレクションにおける注意点～

くサイエンス〉

マイクロウエーブ加熱重合レジン（その2）
～混液比別PMMAレジンの≡点曲げ強度～

⑳窪票日本歯科技工士会
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はじめに

現在，メタルセラミックスやオールセラミックス

等使用するマテリアルの幅も増え，また歯科技工術

式も多色築盛法や内部ステインテクニック法等さま

ざまあり，天然歯と区別がつかないほど自然な色

調・形態を再現され各専門誌でも取り上げられてい

る。そして審美歯科修復物に対する患者さん個々の

美的意識も非常に高まり，「色・形が自然ではない」

または「希望に沿っていない」等もはや許されない

段階まで来ており，私たち歯科技工士の担う役割は

極めて大きいと感じている。

fig．1・2：模型をみてこのような色調を想像できるでしょうか？

◎シェードセレクションにおける注意点

では，患者さんとのコミュニケーションツールと

して，どのようにシェードセレクションを行えば良

いのであろうか。まず考えなくてはならないことと

して，製作する側が必要と思う情報をシェードセレ

ただし，多くの歯科技工士は患者さんと接見する

ことなく歯科補綴物を製作することがほとんどでは

ないだろうか（fig．1，2）。そのため，歯科医師との

積極的なコミュニケーションを図るのではあるが，

やはり必要な情報が不足していると感じることが

多々あると思う。

そこで本稿では，審美歯科修復物を成功に導くた

めの患者さんとのコミュニケーションを図るツール

である「シェードセレクション（シェードティキン

グ）」について述べたいと思う。

クシヨン時に撮影することである。

そこで，シェードセレクションを行う上で筆者が

注意しているポイント（fig．3）を挙げ説明する。



シェードセレクションを行う上でのポイント

1．患者さんへのアプローチ
・歯科医師より，しっかりとしたインフォームドコン
セント（説明と同意）を行う。
2．シェードセレクションの時間
・曇天の11時～14時に北側の窓からの自然光で行う。
3．照明に注意
・色評価用の高演色蛍光灯を使用する。
4．シェードセレクション前の状態
・校合紙等の着色や口紅は拭き取る。
・患者さんに，シェードセレクション前に強い着色料
の入った飲食物の摂取を控えてもらう。
・エプロンの色は淡めな色を患者さんにつけてもらう。
5．シェードガイドの位置や本数
・シェードガイドと対象歯はエッジ・トウ・エッジ。
・シェードガイドは2～3本が望ましい。

6．シェードセレクションは瞬時に行う
・歯牙の乾燥による白焉はシェードのミスマッチに

なる。
・色の識別能力が筐下しないうちに責苦す。
7．カメラの積雲・アンク九
・正面観・餞方面観・やや上方115－唖。
・撮影の倍率；
・軽く微笑んだ口唇の横雲l雇巨資）¢
・歯の表面を乾戻させる（テクスチャー萱草認する

ため）。
・支台歯の写真コ
8．カメラの設定（差出のコ〇■輌
・絞り。
・被写界深度＝

1．患者さんへのアプローチ
患者さんは歯科医師あるいは歯科技工士への期待

や希望を抱いている。それは，「より自然な歯にして

欲しい」，「白くきれいな歯にして欲しい」等こと細

かな希望であり，歯科医師を中心に的確な診査・診

断をしなくてはならない。術者の思い込みにより調

和した色調の歯科補綴物を製作しても，それがもし

患者さんの抱いている色調でなければ，期待を裏切

ることになり失望させてしまうヱやはり可能・不可

能を明確に説明しサ悪書こんの希望に最大限応える、

努力が必要だと筆者等考える陀4・5）＝

このように，裏書さんとのコ三二ニケーシヨンを

十分に図った上でシェードセレクションを行えば，

スムーズに進みアプローチの1竺方も要わる。また，

術後に万が一何らかのトラブルが生Jても，患者さ

んの理解と協力を得ることができる亡考える。

fig．4・5：ともに筆者が製作した善科補馨駄患者さんがどのような希望を指し1ているのかざ薫れる・ユニ○よ

うに，エステティックレストレーションとナチュラルレストレーションでは全く異なった∃一〟に迦鼻轟くこ亡に

なるため，術者と患者さんとが同じ目票を持ち進まなくてはならない。

2．シェードセレクションの時間

通常シェードセレクション時に重要とされる「光

源」は，曇天の11時～14時に北側の窓からの自然

光で行うことが理想である。

3．照明に注意
シェードセレクションは自然光で行うことが理想

だが∴現実的にはその条件での葺影はなかなか叶う

ものではない。そのため，現在5．500K（ケルビン）

の色温度を持つ色評価用の高葉色蛍光灯が使用され

ていることが見受けられる挿g．6）＝また，チエアサ

イドとラボサイドの光源を同じ環境下にすれば

シェードガイドや歯科補綴物の色調が近似するため，

同じ照明を使用することが望まれる。
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fig．6：5，500K（ケルビン）の色温度を持つ色評価用

の高浜色蛍光灯。

葛　＋

fig．7：必ず校合紙の跡をしっかり拭き取ることが重

要（色調の判別をすることが難しいため）。
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4．シェードセレクション前の状態（figフ）

シェードセレクションを行う前には，歯科医師ま

たは歯科衛生士から強い着色料の入った飲食物の摂

取を控えてもらうよう患者さんに説明いただいてい

る。そして，基本的に歯科医師が患者さんの口腔内

5．シェードガイドの位置や本数（f垣．8～10）

を診る前にシェードセレクションを行いたい。仮に

校合紙を使用してなんらかの調整を行った後の場合，

必ず校合紙の跡をしっかり拭き取ることが重要であ

る（色調を判別することが難しい）。

fig．8～10：シェードガイドと対象歯は同一平面上に置き，シェードガイドは2～3本が望ましい。

6．シェードセレクションは瞬時に行う（fig．11，12）
歯の乾燥により，歯冠に白濁化が進み本来の色調

よりも明度が高くなるため，シェードセレクション

fig．11：治療前の状態。

は瞬時に行うことが望ましい。

f噛．12：5分後の状態。



fig．13，14：正面観からの撮影。明度を確認するスライドのため少し引きぎみに撮影を行っている。色調のベースを決定するため歯

冠中央になるべくストロボが反射しないように注意する（ラインアンクルに反射するのがベスト）。また，シェードガイドを使って比

色するためシェードガイドにも反射しないように注意する。

fig．15：切線方向からの撮影。菖≡亭兵力、ら歯頚部付近の色　　　　　fig．16：側方面観からの撮影。正面観tやや上方からの撮影

調を確認することができる。ストロボの反射が切線寄りにあ　　　　　　では写りにくいエナメルクラックやマメロンの色調等が確認

fig．17：やや上方。5～三二喜　二三二董章二ストロボ

の反射を歯肉寄りにすることで．藍コ11忘享¶ラクターや

切線の透明感・マメロン等が確認できる。

fig．18：このようなプロビジョナルレストレーションが

入ったスライドも．最終歯科補綴物を製作するにあたり

非常に参考となる（歯軸・形態のバランス等）。

fig．19，20：やや歯を乾燥させ，歯面と直角に
カメラとストロボを向けて撮影するとテクス

チャーの確認ができる（ローテクスチャ一・ハイ

テクスチャー）。



fig．21，22：オールセラミックスやラミネートベ二アを製作する場合，支台歯の情報が必要となる。

f癌．23～26：プロビジョナルレストレーションの状態とセット後の状態。軽く微笑んだ状態での口唇から見える歯

列（スマイルライン）が最も大切であり，それを注意深く観察しなくてはならない。一般的に，日常会話時に男性で

は30～70％，女性では70～100％の割合で上顎前歯部切緑が露出する。そしてこの状態は年齢とともに変化して

ゆく。そのためこのようなアングルでの撮影が必要となる。

8．カメラの設定（露出のコントロール，fig，27～31）

「露出」とは，簡単に言うとイ被写体を画像とし

て再現するためにイメージセンサーへ光を取り込む」

ことで，被写体の明暗を最適に再現する露出を「適

正露出」と言う。しかしながら適正露出のはっきり

とした基準はなく，好みや用途に応じて決めるもの

だと筆者は考えている。歯科医師は，歯肉がより健

康的にきれい写したいため，やや明るめの設定に。

また歯科技工士は内部構造・期かなキャラクター等

を写したいため，やや暗めに設定する傾向があると

感じる。

では，シェードセレクションを行う上での「適正

露出」とはと考え，ストロボ・シャッタースピー

ド・ホワイトバランス・lSO感度の設定を一定にし，

絞り値のみを変えて撮影を試みた。



fig．27：絞り値F8。

＋繊

fig．30：絞り値F25。

転＞日

fig．31：絞り値F32。

まとめ

今回紹介したスライド撮影方法は，日頃筆者が

シェードセレクションを行う上で注意していること

を示した。

スライド撮影の場合，1～2枚程度ではなかなか歯

の特徴を写し出すことが難しく，さまざまなアンク

ル，ストロボの反射等を考え5～10枚程度の撮影が

望ましい（筆者の場合，10～20枚程度は撮影する

こともある）。そしてそのスライドをもとに口腔内に

調和する歯科補綴物を製作しなくてはならない。経

験の浅い歯科技工士には非常に難しく困難を極める

ものである。そこで∴経浜を養うためにさまざまな

fig．29：絞り値F22。

f噛．32：fig．8～18のシェードセレクションのスライドを参考に

製作し，セットされた状態。反省すべき点はあるが，対話距離で

の違和感はなく患者さんに満足していただけた。

サンプル模型を製作してみてはどうだろうか。自分

なりの目標とする歯牙のパターンができ上がり，非

常に有効な手段ではないかと考える。築盛のバラン

ス．内部ステインの発色，ポーセレンファーネスの

熟知等上達する上での近道ではないだろうか

（fig．32～39）。

またシェードセレクション（立ち会い）では，歯

科医師や歯科衛生士そして患者さんと会話をし，さ

まざまな天然歯を観察することができる。歯科技工

所では味わうことのできない経験が日々のモチベー

ションを上げ，歯科技工に対する考え方（歯科技工
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fig．33～40：筆者が日々製作しているサンプル。

fig．4l：筆者が愛用している一眼レフカメラ（OLYMPUSE－30）。

く表＋

観）も変わり，歯科技工士としてスキルアップを図　　ただいた，塚本歯科医院塚本継也先生，御協力いた

る最高の場であると筆者は思う。　　　　　　　　　　だいた㈱浅井歯科技研三品富康社長をはじめスタッ

最後に，本稿の執筆にあたり症例を御提供してい　　フのメンバーに厚く御礼を申し上げます。


